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１．目的 

籾米の消化率を向上させるため、発芽処理した籾米の飼料成分およびサイレージ発酵品質、

乳用牛への飼料給与効果を検討し、発芽籾米の飼料調製給与技術を開発する。 

 

２．方法 

 1)発芽籾米の飼料特性の解明 

発芽度合（0mm、1mm、4mm 発芽）を試験区分とし、12kg（4kg/袋×3 袋）の籾米を水の入った

80L 容タルに投入し、水中ポンプ（常時）および水替え（24 時間毎）により酸素供給しながら

発芽するまで浸漬した。浸漬後の飼料成分（水分、粗蛋白質、粗脂肪、粗繊維、粗灰分、NFE）

を調査した。 

 

 2)発芽籾米の飼料調製技術の確立 

①添加剤（無添加、乳酸菌）、②貯蔵日数（30,60,120,365 日）を試験区分とし、上記１）の

方法により発芽した籾米 12kg に乳酸菌を添加（5g/原物 t）し、ビニール袋を内装した 12L 容

ポリタンクに詰め込み、脱気した後密封した。サイレージは各区 3個調製し、各貯蔵日数で開

封し分析に供した。分析項目は、水分、飼料成分、pH、有機酸（乳酸、酢酸、酪酸）、VBN/T-

N、V-SCORE を調査した。 

 

 3)発芽籾米の飼料給与技術の確立 

乳酸菌（5g/10t）を添加した籾米サイレージ給与（籾米 S給与区）および発芽籾米サイレー

ジ給与区（発籾 S 給与区）を試験区分（表 1）とし、ホルスタイン種泌乳牛 4 頭を 2020 年 10

月 24 日～12 月 4 日まで、馴致期間 16 日、本期 5 日の 2×2 のクロスオーバー法による給与試

験を実施し、体重、乳量、乳成分を調査した。 

 

３．研究期間を通じての成果の概要 

 1)発芽籾米の飼料特性の解明 

発芽籾米は、籾米（発芽前）に比べ水分含量 40％程度と高く、NFE が減少したため、相対

的に粗蛋白質および粗脂肪、粗繊維含量が増加する傾向にあった（表 1）。また、発芽籾米の

ミネラル含量は、籾米と同程度であった。 

2)発芽籾米の飼料調製技術の確立 

貯蔵日数 120 日を除く乳酸菌を添加した発芽籾米サイレージは、無添加に比べ pH が低く、

乳酸含量および V-SCORE が高い良好な発酵品質であった（表 2）。 

3)発芽籾米の飼料給与技術の確立 

発籾 S 給与区の乳量は 33.4kg であり、籾米 S 給与区と同等であった。この傾向は、乳蛋白

質率等においても同様に認められた。発籾 S給与区の乳脂肪率は 3.84％であり、籾米 S 給与

区の 3.85％と同程度で、有意な差は認められなかった。この傾向は、乳糖率および無脂固形

分率においても同様に認められた。 



 

 

 

 

４．研究期間を通じての成果の要約 

発芽籾米サイレージの給与による乳量および乳成分等が籾米サイレージと同様な傾向で

あったことから、発芽処理により籾米の消化率が向上し、籾米サイレージに匹敵する乳生

産性を得られることが明らかとなった。 
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５．成果の活用面と留意点 

 2021 年度日本草地学会口頭発表 

 

 

６．残された問題とその対応 

 


